さ 
あ 2 
取 、 ) 
良 内宮 市 地下 
礎 博 。 伊丹 〇 (大 孤 国 際 空港 放 テー 上 
と 多 京都 ニー ニー ニー ニー 一 旦 
ば 鹿 東 
人 四 
の 中 Ne ら 
現 和 れ が 新神戸 くい 関西 本 線 
に ら レバ ) 台 ーー 還 斬 一 
現 ば 人 京都 JR 奈良 
多 7 ヽ 路 元 新 快速 約 21 分 快速 約 50 分 
内 町 神戸 三宮 中 Osaka Metro 
へ 、 訪 庄 〇 OO 誠 武 守 の 株 近鉄 
O 約 20 桜 
日 計 阪神 奈良 
神 | な ん ば 線 鍛 橋 〇 JR 奈良 
わ 大 阪 難波 〇 ) 
消 | ぴ ュ ら N 
コ ニ NR 難波 〇 
さ に 0 3 大和 路線 
か: ス サ ーッ () 
スル 大 
わ ェ テ 自 大 阪 JR 奈 良 8 
ア イィ 部 快速 約 54 分 鉄 
カ か 野 天王 寺 法 際 寺 名 
橋 快速 約 24 分 人 
る 伊 
O 測 
大 阪 難波 -* 大 和 八 木 5 
! 麻 
連 特急 約 30 分 し コ 
か 
ら 
関西 空港 な ん ば 
特急 約 34 分 
The Birth of IAPAN 
奈良 県 4 
ヽ クン 国 り 
学 搬 4 凍 | 
ヽ / 計 に イ ヾ や 6 
修学 旅行 ガイ ドブ ッ ク 
ニコ 一 新幹線 


阪神 線 〇 m 〇 〇 
女 行 約 34 分 
一 南 線 赤 吉野 
山 寺野 線 
= 一 ボー トラ イナ ー 市 


新宮 か ら 


※ 表 記 の 所 要 時 間 は 標準 時 間 の 目安 で す 。 ま た 列車 に より 所 要 時 間 は 異な り ます 。 乗 り 換え 等 に 要する 時 間 は 含ん で いま せん 。(2021 年 3 月 31 日 現在 ) 
※ 特 急 を ご 利用 の 場合 は 運賃 に 別途 特急 料金 が 必要 で す 。 
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奈 主 奈 学 二 ょ な SS 光 和 に つこ SS 
人 
県 学 県 日 体 体 学 観 そ の 佐 の 野 2 集 て < 尋 を 臣 の 城 : 集 表 答 の 隆 ぁ 人 大 角 の 鳥 》 〈 
内 習 全 本 験 験 習 音 【\ 有 < 台 8 0( 千 よ 20227 和 まう 
りり 時 和信 あみ 少 区 呈 上 辺 - 圭 旅 山 供花 きき 守 天 め 京 3 仏 の 5 
移 リ 生 宮 ロ ロ 設 編 志 の 開 2 エ 場 3 伏 子 ミエ 整 来 テ 腰 と イェ こ 
の SS 部 2 まる 2 は t 当 2e-] 1 祭 功 古 司 の 1 師 創 1) 備 閑 公 ユ 1 原 5- 楼 
時 ニス の 8 ラウ 兎 所 人 5 ドリ 人 個 公 い 願 マ ソ 入 に 如 マ ノ nf 伏 < 所 2 に 
また モブ 生生 る 矢 】 策 い 
を 3 SS なら 32 
人 ニー: ドン 時 まく RS 像 々 学歴 政 と 学 り お 最 
5 の の: 計 332EB 制 肖 愛 糧 昌 着 し 財 プ 
バ 5 た に いす は 全 : だ SC とお UN 作 際 お 申 肖 新 お 鐘 奈 の 
で きり 花 。 裁 利 谷 '* ッ 時 心 奈 ご 六 優 中 飛 計 ト よし 【 伺 恨 奈 
2 4 お 全 の まし 代 香 計 ミ E で る 傾 貞 る 代田 も 。 体 良 
和 株 本 まう 3 ま tt 2 50 を 式 最 ん 本 明 ブ ル 橿 験 学 
時 験 ど 地 話 生 : 本 ん ンー っ め 革 初 天 く ョ 卓上 験 学 
間 ASS の 史 コ 2 ミッ DE 伝 見 1 の くり EC 
rf 時 舞 生 の 1 仏 最 る の 正 ス また PT ョ ピ 
境 台 リ 矯 ろ 登 先 除 春 倉 の 城 2 
学 の まい 現 和 端 間 日 院 る 造 つ 起 ン 2 
な 年 3 2 
こ う 物 伝 平 まえ と の の 君 品 の | 
た た 続 人 時 い 筐 は 1 知 乱 の 
吉 お 行 京 品 福 と 党 党 2 
プロ 玉 
電 の ま ご 胃 き 5 
8 系 < 
ミ 並 
H 日 
(奈良 県 全 図 ) ( 奈 ES 


平城 京 リ ァ ューーー 
ー、 章 時 「 さ 5 本 の | 


御杖 村 


人 市 rm 


天川 村 


野 近 川 村 1 人 ンーm こ ト 北山 村 


ーー 


/ ィ ァ 
' 考 
s 4 


「 日 本 誕生 」 
he Birth of 」APAN 
ー- | 奈良 ] を 知れ ば 、「 日 本 ] が わか る 。 さ あ 、 歴 史 の 現場 ヘー 


「 日 本 ] の 国 づく り は 、 奈 良 で は じ ま り まし た 。 飛 鳥 時 代 か ら 奈良 時 代 、 古 代 日 本 の 
歴史 を 大 きく 動か し た 、 歴 史 の 教科 書 に 登場 する "人 物 ゆ か り の 現場 "ヘタ イム 
トリ ッ プ し て み ま し ょ う 。1300 年 の 時 を 経て 守り 受け 継が れ て きた 社寺 の 建造 物 や 
宝物 ・ 仏 像 な ど 貴 重 な 文化 財 の 数 々 。 そ れ 6 “本物 を 体感 "で きる の は 奈良 だ け で す 。 

※ 

キト ラ 古 墳 壁画 体験 館 四 神 の 館 、 平 城 宮 跡 歴史 公園 な ど 、 古 く て 新しい 最新 
の 学習 スポ ッ ト も 見 どこ ろ で す 。 ま た 、 歴 史 あ る お 寺 で の お ゎ 写 経 や 座禅 の 体験 、 奈 良 発祥 
の 能 や 雅楽 、 黒 ・ 筆 ・ 赤 唐 焼 ・ 柿 の 葉 ず し な ど 、 伝統 芸能 や 産業 の 体験 、 鹿 の 生 観 察 
や 林業 体験 な ど 、SDGs へ の 意識 を 高め る 体験 プロ グラ ム 6 ご 用 意 し て いま す 。 

※ 

「 奈 良 ] を 知れ ば 、「 日 本 ] が わか る 。 日 本 の 歴史 ・ 文 化 の 原点 、 を の “か た ち " と 

“ここ ろ ” を 現地 で 体験 ・ 体 感 し て くだ さい 。 奈良 へ の 修学 旅行 を 通し て 、 日 本 の 
源流 を 知り 、 今 を 考え 、 未 来 を 見 つめ る 大 人 へ 。 そ し て 、「 日 本 」 を 愛し 、 生 まれ 育っ た 
郷土 の 歴史 ・ 文 化 に 誇り を も つ 大 人 に 成長 し て いた だ きた いと 願っ て いま す 。 

※ 

この ガイ ドブ ッ ク は 、 日 本 の 国 の は じ ま り か ら 6 成立 まで 、 そ の 歴史 の 流れ を 意識 し 
て 編集 し て いま す 。〈 学 び の 旅 の テー マ 〉) で は 、 そ の エリ ア で 「 何 を 学ぶ の か 」、〈 現 地 
で 学 ぼ う ! 感じ よう ! ) で は 、 実 際 に 現地 で | どう 学 さば よい の か 」、 そ の 着眼 点 を 

唆 する こと で 、 生 徒 の 皆さま の 自主 的 で 主体 的 な 学習 行動 を サポ ー ト し ます 。 

に ポン “提供 し て いま す 。 指導 者 きま 
向け 、 学 習 者 さま 向け (ワー クシ ー ト 付 ) の ご 活用 ガイ ド を 併用 いた だ き 、 奈 良 へ の 
修学 旅行 の 事前 学習 ・ 現 地学 習 ・ 事 後 学習 に お 役立て くだ さい 。 


(奈良 へ の 修学 旅行 で 学べ る SDGs (持続 可能 な 開発 目標 ) に つい て ) 


奈良 県 で は 、 地 域 の 観光 資源 を 活か し た 観光 戦略 / 歴 史 的 景観 保存 と 都市 生活 の 快適 な 調和 
豊か な 自然 を 未来 に つなぐ 環境 保全 運動 な どの 目標 に 取り 組ん で いま す 。 


SUSTAINABLE / で ぐん 
DEVELOPMENT ssALS 


角館 を に (7:10 (とう 6 安全 な 水 と トイ レ [上 る 11 昌 住み 続け られ る 12 つく る 責任 
ゼロ に ょ に を 世界 中 に 経済 成長 も まち づく り を ピル ルル) (3 


wlINMIIO II 虹 1CO 


(表紙 に つい て ) 平城 宮 跡 大 極 殿 と 北極 星 
平城 京 は 奈良 時 代 の 都 。 天 皇 が 出 座 され る 大 極 契 が 都 の 中 央 最 北 端 に 建造 され 、 
天皇 は 北極 星 を 背 に 南 を 向い て 国 を 治め まし た 。 (平城 京 :29・30 頁 参照 ) 写真 :UP フ ォ ト ス (平城 宮 跡 大極殿 ) 
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WUHTNI デ ヤ 
小 
SH 
, パ 


黒 と 筆 で 丁寧 に 文字 を 書く 日 本 文化 
の 大 切 さ を 知る "お 写経 」。 ヨ ー ガ の 原点 
と も いわ れる 「 絶 伽 行 」。 独 特 の 呼吸 法 で 
精神 統一 する 「 座 禅 」「 旧 想 」。 こ れ か ら の 
人 生 に きっ と 役に立つ 僧 但 の 「 法 話 」。 日 
2 道 の 総本山 で 行わ れる 「 勤 
行 」 な ど 。1300 年 の 歴史 ある 奈良 の お 寺 
で し か 味わえ な い 貴 重 な 体験 を 。 


① お 写経 体験 写真 : 薬 師 寺 
②@ 朝 の 勤行 体験 ( 朝 座 風景 ) 写真 : 金 峯山 寺 
③ 止 観 (座禅 体験 ) 写真 : 金 峯山 寺 


いい 
ーー 
O ア 


寺 ③ 荘 思 竹 源 届 明 
必 
ざ 
ご き 


共 」 


ご 
ッ 


| 衝 ぶ で 計 店 


UCSO20 志ん 


: 国 飛 鳥 歴 史 公 
7 世紀 末 か ら 8 世 紀 初 め に 築 か れ た と され る キト ラ 古 墳 。「 四 神 の 
館 」 は 、 キ トラ 古墳 と その 壁画 を わか りや すく 、 楽 し く 学 習 する 体験 弄 
施設 で す 。 石 室内 部 の 壁面 ・ 天 井 に 描か れ た 方 位 を 司る 「 四 神 」 や 東 
アジ ア 現 存 最 古 の 本 格 的 な 天文 図 、 発 掘 調査 に 関す る ドキ ュ メ ンタ 
リー 映像 な ど 。 原 寸 大 模型 ・4 面 マル チ 映 像 ・ ジ オラ マ 模 型 展示 な ど 
で 、 キ トラ 古墳 と 古代 飛鳥 の 暮らし を 学ぶ こと が で きま す 。 
@⑯ キ トラ 古墳 壁画 体験 館 四 神 の 館 (12 頁 参照 ) (地図 )48 頁 ・H2 
主 な 学習 施設 一 覧 (40 頁 参照 ) 


た 


還 尺 洗 司 連 叫 茂 革 


トド 


ay 計 


全国 シェ ア 90% を 占め る 墨 、 筆 は 、 奈 
の 伝統 産業 。 自 分 の 指紋 を 付け た オリ ジ ナ 
ル 「 に ぎり 墨 」 の 制作 や 「 奈 良 筆 」 の 仕上 げ 
体験 な ども 。 ま た 、 可 愛 い 「 奈 良 絵 」 で 知ら 
れる 赤 虐 焼 の 窯元 で 絵付 け を 楽し ん だ り 、 
自分 の ネー ム 入 り の 箸 づ くり や 自分 で 湾 い 
た 和紙 で 作る 八 ガ キ や タペストリ ー な ど 、 
自由 な 発想 で チャ レン ジ 。 
① 奈 良 筆 づく り 体 験 写真 : 奈 良 


② ミ ニ 鬼 瓦 づく り 体 験 写真 : 株 式 会 社 瓦 道 
③ 七 宝 焼 体験 写真 : 匠 の 乗 


ふじ わら きょう べ へ い じょう せん と 


龍 り 藤原 京 に 建立 され 、 平 城 居 都 の 折 に 西ノ京 の 
: 地 に 移さ れ た 薬師 寺 。2009 年 に 始ま っ た 解体 
デデデ < み 修理 を 終え 、2021 年 春 か ら 一 般 公 開 され る 東 

。 。 、 塔 は 飛鳥 時 代 後期 (白鳥 期 ) の 様式 を 伝え る 
カ か: 重 な 建物 で す 。 お 写経 の 納 経 料 に よっ て 復興 


ら 発掘 調査 ・ 研 究 を も と に 復原 整備 が 進む 平城 宮 跡 歴史 公 
園 。 玄 関口 「 朱 雀 門 ひ ろば 」 に は 、 奈 良 時 代 の 平城 宮 を 体感 
_ で きる "平城 宮 い ざ な い 館 」。 平 城 宮 跡 展望 デッキ や VR シ ア 
庫 ター を 備え た 「 天 平 み は らし 館 」。 復 原 遺 唐 使 船 に 乗船 体験 
が で きる 「 天 平 う まし 館 」 な ども 。 奈 良 時 代 、 大 旦 が 出 座 し 、 
国家 的 儀式 が 行わ れ た 重要 な 建物 「 第 一 次 大 極 典 」 に 象徴 
され る 、 壮 大 で 壮 用 な 平城 宮 を 体感 する こと が で きま す 。 
こい こさ 、 候 平 城 宮 跡 歴史 公園 (29・30 頁 参照 ) (地図 )47 頁 ・A1 
写真 平福 史 公 主 な 学習 施設 一 覧 (40 真 参照 ) 


され た 金堂 、 大 講堂 西塔 と と も に 「 龍宮 造り 」 と 


ズ 。 呼ば れる 美しい 白鳳 加 藍 が 、 よ み が え り ま し た 。 
つ 人 楽師 寺 (31・32 頁 参照 ) (地図 )47 真 ・B 1 


ん げん ぷ ぶ が 


日 本 最 古 の 伝統 音楽 「 雅 楽 」 の 管 紋 ・ 舞 楽 の 鑑賞 。 奈 良 が 原点 と いわ れる 能 


や 狂言 の ワー クシ ョ ッ プ 。 飛 鳥 時 代 に 中 国 か ら 伝わっ た 古代 の 「 蹴 南 」 体 験 。 ま 
た 、 古 都 ・ 奈 良 の 風物 詩 「 鹿 寄せ 」 や 「 な ら 燈 花 会 」 の 体験 な ど 。 日 本 の 歴史 ・ 文 化 
の 源流 を 知り 、 日 本 人 の ここ ろ を 感じ る こと が 楽し く な る 奈良 で 特別 な 時 間 を 。 


①② な ら 燈 花 会 体験 写真 :NPO 法 人 な ら 類 花 会 の 会 
③ 雅 楽 鑑賞 写真 : 株 式 会 社 雅 房 ④ 鹿 寄せ 写真 : 一 般 財 団 法 人 奈良 の 鹿 愛護 会 


ry 


へ 中 
4Z 
0 
と 

へ ず 


送 当 S 誠 等 


ビ 


2 
で 


旧 講 列 由 ぶら 


つづ * re 


Si トコ 


きい 


奈良 公園 内 の 樹齢 数 百年 を 越え る 巨樹 に 触れ て 生命 の 尊 


fx 


1 湯 ら こす る 打 


さ を 体 感 し た り 、 春 日 山 原始 林 の 遊歩 道 を 歩い て 人 と 自然 の 


> 


星 防 者 ば ざさ w 艇 


共生 に つい て 学ぶ 体験 、 人 ・ 鹿 ・ 糞 虫 の 関係 を 学ぶ が フィー ルド の 3 

ワー ク な ども 。 ま た 、SDGs や 環境 保護 へ の 意識 を 高め る 麻 保存 食 と し て 発達 し た 奈良 名 産 の 「 柿 の 葉 ず し 」 や 良 ぅ 也 革 5 

林 昌 教育 プロ グラ ム や 林業 体験 な ども ご 用 意 。 間 伐 材 を 活 KHAN 飲め る 老 和 warm 

20 2 に の あこ ソン リ ニン 00 の ジン に し に ジウ) る 無 添加 ジャ ム や お 米 パ ン 、 豆 腐 作り で は 自分 で ニ ガ リ * 平城 居 都 と と も に こ 建立 され た 藤原 氏 ゆ か り の 興福 寺 。 阿 修 北 像 な ど 奈良 

② 自 然 環境 学習 (水源 地 の 森 ツア ー) 写真 : 森 と 水 の 源 流 を 入れ て 固め る 体験 も 。 ま た 、 僧 但 を 招い て * い の ち " を = 時代 の ム 像 で も 知ら れ て いま す が 、 五重塔 を は じ め 境内 の 建物 群 は 、 歴 史 
注 ) 掲載 の 写 こ 撮 昌 フリン と と いた だ く 作 法 を 学ぶ 体験 講座 な ども 。 の 中 で 被災 と 再建 を 繰り 返し て きま し た 。 そ し て 2018 年 、 平 城 枯 都 で 主導 的 
注 ) 掲 載 の 写真 は 、 コ ロナ 褐 前 に 撮影 。 現 在 は 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス を 確保 し 、 実 施し て いま す 。 2 の 入り な 役 寺 | を 果たし た 上 藤原 不比 等 創建 の 重要 な 建物 、 中 金堂 が 再建 され まし た 。 
〇 奈良 県 の 「 主 な 体験 プロ グラ ム 」 の 詳細 は 、41 真 ー 44 頁 を ご 覧 くだ さい 。 ② 豆 腐 作り 体験 写真 : 奈 良 班 鳩 ツ ー リ ズム Waikaru( と うぶ 匠 豆 風花 ) 人 興福 寺 (25・26 頁 参照 ) (地図 )47 頁 ・C1C2 
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人 Set つ お 計 携 伽 訟 瓶 妥 組 ビ 親 普 ぐ 悪 宏 ・ 個 胃 : 補 e 較 SS 人 北 5 1 
上 憶 衣 じ 3 陸 環 G 由 避 - 二 因 角 G 陸 Ke" 時 堆 吉 人 和 | 科 壮 に Du 
軍 敵 も yo 半周 衣 ら 了 K 環 SG 法 申 め で De SW | 結 裳 了 時 じ 棚 9 | 


第 一 次 大 極 殿 ・ 天 


駅 | 尻 衣 ・ 時 裳 皿 細 瓶 机 訓 ( 理 菩 ) 守 陣 ・ エ ー 
州 紅 千 防 明 器 | 彰 ( 守 耶 睡 ) 


⑨ 民 本 ・ 崩 括 G 硫 べつ 展 丸 再 医 ぐせ で 緒 鶴 尾 G 聞 冶 G 卿 太 人 11 ロー ゼ で ・ 芝 際 ie 5 を Net | 
時 時 IKG ズ ロダ 琴 oー 己 R ズ " 財 宜 吉 り 雪 じ ビ 電 着 ら 加 剖 生 を | 

< 刀 吉 凌 - ま 上 是 に Sm 暫 押 条 くき 位 誠 時 SS 不 8 人 

C 時 G 旨 OHeP2s つ 愛染 枯 P 親 普 G ロ NO 時 人 せ 下 明 リ 昌和 

@ り り 】 罰 由 胃 7 報 客 G ふ つ wmRDS-6m" 仙 震 5 ※ 叶 還 い S 碑 還 紹 症 間 Kg 党 l 
( (( 思 " 屋 ・ 計 eSOG 井 間 球 と 明 ・ 畠 ぐ 窟 Au" 4 囲 人 で 還 組 上 競 上 に 0 か 二 二 
の 上 団 せ で 埋 G 着 ・ 三 G 電 人 想 く 2 つめ りう jp 間 有 呈 褒 h コ ピ 3 a 隊 人 

電 8 電 放電 民放 時 さ の 尿 り 記 の つじ 研 SnBY" 紀 間 畔 提 K 較 当世 8 角 量 昌 咽 委 

で > 深 守 了 K 吾 ・ 四 村 @ 秋 全 様 で つめ 折っ ms つね 党 財 首位 ル 」 回 

ュ 《 旧 っ 立 時 人 壇 交 組 ( 更 ) 国 ・ マ ー へ 八代 肝 | 紀和 工 ) 財 員 委 癌 る 加 に 加 上 


29 


30 


いで や さ 選 


少 つ っ 台 尾 辱 組 つ 民 早 提 王 * 


6 『) 


つ 坊 no ざ / 記 ぶ G 選 握 だ 押 * 


を つ の つつい つき 避 多 っ の 負っ 守っ の 
( 過 ヽ 展 ) 接地 取 " 舞 礼 晶 了 へ 四半 反 
4Q セ 打 Q 半 上 つ が つ 玉 "つり" 杏 求 表 
EHP 届 宮 G 机 人 志 電 初 ? 人 っ 補 o 

訂 二 聞 生 守 G 提 放電 19 玉 飛 6 柱 り 税制 時 和 7 還 福 民 下 の 
Mn 玉 GR 操 い 刀 [所 大 早 次 」 人 S マ つら の べ 抹 り 守 移 庫 ち ye つめ お 

を つ の D P で で Q SS で で GS 

押 蛋 陸 " 陸 狂 民 理 会 下 下 ・ 弓 忠 維 @ 世 比 ( 守 図 ) 守 臣 -Oー・OQ 
語り つっ の 採 KK 地 K 議 ( 提 図 ) 守 陣 ・OQ ヽ 画 昭 盟 ( 民 菩 ) 陣 ・mー 


弄 ※( 窓 @ 花 昌也 型 )6 頑 転 半球 る 忘 "P 


つの で でかい 


失 葉 選 り 赤 革 % 宮 計 守 骸 諾 じ 困 へ 拉 ぐ 憶 


山 we つ " 凍 臣 6 民 る GSK 公 棚 つ 間 議 
> 拉 普 1 杏 G 曽 座ら 都 写 ( る ww ミ 
さ 編 貴明 )% 吉 1 間 委 補 志 弄 ど ※ 呈す 
広 ( 可 茹 )G 状 本 Beo 埋 問 北 夫 人 記 
nk の に (で パー 上 
替 半 . 秋 相同 知っ Oo ロ 「 編 環 選 」 昌和 
っ 昨 26 祥 sG 宗 括 」 全 害 G ぶ つつ る 
900 PE 二 個 曲 ぎ 5S 下 控 名 ご の hy 
剛 葉 性 骨 屋 也 箇 ( 二 由 作 上) 窓 柄 者 な 人 さこ G 忠 超 半 控 個 」 
。 中 KmHG 習 共 理 R 明 押 共 ( 拉 
年 。 臣 牌 個 叩 )G 避 和 区 人 @ 尺 2 っ つ 国民 由記 外 
つ 自 田家 り 品 天 G 句 了 由 加計 CAG 只 四 
半 北 GO らら や 加 G 表 素 つ つい ※ 


セ っ っ 


OH 時 表 他 ジロ | 吾 列 " 編 四 守り 中 
に Yo 

者 ズ 償 鐵 臣 つつ お" 軍 呈 yoXSto-K 
叶 穴 揚 己 堅め 裕 各回 つ 具 6「 末 株 翔 」 


薬師 寺 ・ 東 塔 を 望む 写真 : 


ら $ っ ダダ 箇 り 走 環 と 到 選 つつ 和 必 つっ 必要 旦 倒 対 
還 忌 也 展 宣 他 WRStGU 人 SU SGp 衣 終 ら G 届 埋 記 壇 ら ゃ " 


ペー 


人 で つぐ で で つら 4 心 


滅 G 飛 " 肖 ロ つ 訓 凡 記 二 " @ 加 導 ( 較 ) 守 皿 - マ ー 


帳 物 代 悪 つ She 妨 合 G「 穴 」 の っ 心 守 
製 宋 半生 お 人 ※ 環 査 宮家 了 碧 3 陽 公 
「 表 辻 JS 財 @ 量 っ Se 振 悪 充 り 
- 敬 加 下 G 悪 ・ 演 つ 衝 医 過 規 つぶ つ 
" 想 調 太り 和 ヨ 4I | ス 酸 つけ 注 悪 


揚 昌 史 来 据 つ 丸 遇 砥 冠 " 選 と G 相 丸和 父 つ 


) 


直 


壇 


写真 :UP フ ォ ト ス 


西大寺 ・ 本 堂 (重文 ) と 東 塔 跡 
(奈良 時 代 創 建 当初 の 東 塔 基 


楽師 寺 遠望 


和光 で つ で 傍 ン 1 つ お 


〇 円 ・ 選 並 だ SKK で ・ 押 回 余 刺 負 つぶ” 手 G き 悪 @ 汎 JSC 


ら 
秋 の 空 。 
薬師寺 。 

映 


4 ッ ン 984 い に Do 


水 己 ど ( 電 避 康 )G 盤 枢 4tJAEo 計 振 


旭 ン つ の Ko で FYTTET つや 心 全 で G で 8 めい 
搬 量 | 細野 を 翼 起 半 衝 ・ 右 可 提 聞 機 悪 ぐ 負 
ょ 〕 と ) わら を で らち 人 S で で で つ 

議 rPGae で 和 搬 交 近 で つ お 舞 癌 軍記 

DA IANA 

記 2 の 渋 円 ・ 皿 記 放 だ GSK べ ・ 押 強 選 倒 

る 
で 舞 全 記さ 悪 ら " 伴 導 本 4 凌 23 交 て 守 
へ ト を YA へ RAC で 尺 拉 所 を 年] | 古 洗 G ミ ー 和 ヘコ 
全 和 かつ で づつ 5 で 

つっ で いで へ を 6「 選 長 十 国 選 @ 到 総 古 加古 ] 

鹿本 叶 0 の ( 押 亜 党 各 @ 悪 察 称 陸 民 ) 

人 @ 放 量 並 ( 慌 図 ) で 葉 .mー へ 人 相 箇 必 ・ 控 屋 山 孝 悪 (R 破 - 悪 く 配 欠 藤 ) 
柚 杏 要 和 園 @「 団 華 」(@ 了 鈴 医 ) へ 「 還 仁 」( 選 陣 稚 虐 ) 


まつ お 
は 、 松 尾 


ん だ 「 若 葉 し て 


[ 当 


避 / 
可 No 
Oo 
り 像 。 
み 


( 
刻 と いわ れる 御 


さ 
ぎん 
の 肖像 財 
影 堂 の 鑑真 和 上 学 像 は 、 一 年 の 内 、 数 


と ろ も で 


2 
て 
ひ 


詠ん だ 


S 


澄ん だ 
は 、 秋 の 空 【 


詠 
御 め の 委 ぬ ぐ は ヾ や 」 の 句碑 も 。 


@ 目 招提 寺 ( 地 図 )47 真 ・B1 


ん 
4 
呈 
多 
の 


う 、 


や いち 


会 える よう に と 、 奈 良 時代 と 


人 一 が 詠ん た 
薬師 寺 境 内 に 
える 東 塔 を 詠ん だ 、 歌 人 ・ 瀬 津 八 


天女 が 舞 
會 


すい えん 


の 水 煙 に 舞う 天女 た ちの 衣 袖 の 
隙間 か ら 覗 き 見 える 、 澄 ん だ 秋 


紀 】 
津 


と 


尊像 (国宝 〉 (薬師 如来 学 像 ) 写真 : 飛 鳥 

ー の 歌碑 が 。「 す い 色 ん の あま つ 
を と め が ころ も で の ひま に も す 
め る あき の そら か な 」。 東 塔 先端 


の 空 の 気持 ち 良 さ を 
@ 茶 断 寺 ( 地 図 )47 真 ・B1 
薬師 寺 ・ 東 塔 (国宝 ) の 「 水 煙 」 


も っ と 知る 


写真 薬師 寺 
が ん じ 
も 3 
寺 
高 


し づく 


日 本 最 
焦 が 鑑真 を 拝 し て 


えい どう 


さん (【 


日 し か 拝観 で きま せん が 、 い つ で も 和 鑑 
同じ 造り 方 で 忠実 に 再現 され た 御 身 


真 
代り 像 が 開山 堂 に 。 そ の 下 ( 


ば し ょ う 


dE 
因 
お ん 


薬師 寺 ・ 薬 師 


は 、 


つ マ マ 3 つや で で 誠人 ら - 人 の 


〇 人 熊 中 芽 碧 ・ 崩 類 @ 了 凌 6 いし 弥 で 丸 陣 虹 昌 由 GU 弟 誠 り で 


全 さ ぐつ で で りや っ で い 


時 硫 詞 二 8 肖 還 人 で eo 時 所 り 較 へ 翌 ら 和夫 " 窒 算 
史 近 や 爺 仙 や の お 守り 陽 皿 晶 了 史 想 志 % つ " 詩 硫 


つ 


MUSEGNS と AE 
2 KK つつ SG 中 


G 競 机 赤村 ぬ 味 寺 つい sn" 家田 逢 松 田 王 地 


PSW 人 S や と や ン 【 人 を っ Ja 


S 擬 常 更 つね 鞭 擬 8" 還 導 忠 G 交 現 =" 計 鶴 


か 人 Bk る 生 つ 4 in つ SinNDQ 


加 ぐ 押 宮 時 識 和夫 鐘 つ だ 艦 類 8 党 HHS 早 凡 全 畿 
控 ACO2 り つら つい" 失 志 畠 る 容 「 表 近 や 
長 さ で *Q「 憶 G 忘 下り ゃ 時 さり て m" 

@ 取 是 明 北 ( 民 図 ) 守 了 mー ヽ 時 鶴 皿 晶 (Si・@ 了 鈴 蘭 ) ( 更 図 ) 守 厄 ・ マ ー 


か ま も と 


絵付 ( 染 付 ) 体 験 が で きる 窯元 も あ 
る の で 、 ぜ ひ お 土産 


秀長 が 窯 を 


と よ 
聖 
開い た の が は じ ま り と され る 赤 膚 


焼 は 、「 大 茶 盛 」 の 大 茶碗 に も 使わ 
れ て いる 。 乳 自 色 の 優し い 風合い 


茶 
い は だ や き 
| 
ひで な が か ま 


奈良 の 伝統 工芸 「 赤 護 


て o 


な ら え 


と 可愛 らし い 奈 良 絵 文 様 が 魅力 。 


安土 桃山 時 代 、 


人 西大寺 (地図 )47 真 ・A1 / 主 な 体験 プロ グ 
ラム 一 覧 (43・44 真 E01 一 04・E06) 


西大寺 「 大 茶 盛 」 の 大 


え つけ 


を 堂 (国宝 ) 写真 : 奈 良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロ 


| 
| 


ト 


蔵 


の 旅 を 体感 し よう 。 


唐 招提 寺 ・ 
きょう 


を 見 学 。 イ ンド の 経 


て ん 


ツ 
蔵 院 伽藍 


\ 


E る 薬師 


まつ 
川 


蔵 院 伽藍 。 日 本 画 の 大 家 ・ 平 山 孝夫 画伯 が 約 30 年 


7 


っ WS つ tG さ で っ 征 さ 中 史 っ や SMO 


〇 半 舞 曽 衣 @ 紫 半 " 共 折 十 べ で め 四 つ 民 沖 悪 抽 球 弧 攻 畠 ・ 遇 球 密 田 " 


蔵 ) を 


の 歳 月 を か け て 描い 
た 『 大 唐 西域 壁画 』 
典 な ど を 中 国 ・ 唐 
@ 楽 師 寺 (地図 )47 真 ・B1 
「 大 唐 西 域 壁画 殿 」 


写真 : 飛 鳥 


DQM 


失 揚 挨 り 皿 相 北 和 華 砲 つ 丸 双 妖 雪 ズ ポ 「 大 間 


記 貼 ( 帳 つ > くき 団 め 舌 ぐ ら つ し 聞 め 吾 や 避 9) | 
時 凌 め 挫 や % つ ね 明 如 コス G 近 買 る 守 vo 貞 料 
入村 つ いで の 三 由 持 骨 悪 き 窟 畑 選 藤 G 地 
同学 豆 ご 悦 陣 つ 導 四宮 求 G 普 年 ち ゃ * 観 球 電 G 
貢 細 ( 穴 さき) ・ 観 球 堅 田 半 悪人 短 庫 G き 人 se 聞 
ら 間 で きっ て 3o 迫 人 頻 盾 選 操 舞 や や HK さ 和 一 
移 円 つっ 選 下 くつ 錦 っ リン 鐘 20no コ 0 

@ 田 導 (R 図 ) 守 臣 - マ ー ヽ 了 上 下田 聞 届 (SR 皿 ・ 剖 < く 記 谷 職 ) 


だ い と う せい いき へ き が 


。 楽師 寺 ・ 玄 疾 


ひら や まい く お 


らん 


蔵 院 伽藍 「 大 唐 西域 壁画 殿 」 
蔵 法師 ( 玄 


きん ぞう ほう し 


お すす め ! 体 験 ス 


西大寺 「 大 茶 盛 式 」 


て 
回 
覧 


「 大 茶 盛 体験 」 


西大寺 の 伝統 行事 
「 大 茶 盛 式 」 を 体験 。 同 


お お ちゃ も り 


本 = ニニ ーー 持ち 帰っ た 玄 敵 


えい そん し ょ うに ん 畔 
ほし いと いう 葵 尊 上 人 
の ここ ろ を 感じ よう 。 


げん じょう さん ぞう いん が 
薬師 寺 ・ 玄 美 

た 
し 飲む こと で 和み 合っ て 


じ 大 茶碗 で 点 て た 同じ 


p』 で お 馴染 み の 


本 


ぼ * 興 正 菩薩 寿 像 く 国 宝 〉 写真 : 飛 鳥 園 


さい ゆう き 


味 の お 茶 を 周り の 人 ( 

助け て も らい な が ら 回 

@ 西 大 寺 ( 地 図 )47 真 ・A1 
主 な 体験 プロ グラ ムー 
(41・42 真 C03) 


『 西 遊 
寺 ・ 玄 美 


西 大 


31 


32 


2 に ) に 人 の 


に ソリ ビ ゴ Er 主 な 登場 人 物 の 生 没 に 人 59 


務 飛 鞭 音 
較 甘 


物 部 氏 を 倒し 、 
大 臣 に 。 大 い に 
権勢 を 振る っ た 。 


剛 引 紅 き 


552 百済 の 聖 明王 か ら 仏像 や 経典 が 贈ら れる 554 5532 
加 ( 元 興 ぎ 縁起 で は 538) 


幅 沙 
幅 洲 津 湊 


57 


NN 


玉吉 癌 穫 


聖 
徳 

] 太 | 奉 | 5ae? 
587 導 我 馬子 ・ 時 徳 太子 ( 厩 戸 皇子 ) ら が 物 部 守屋 を 滅ぼす 子 


592 推古 天皇 即位 1 594 | 戸 9 我 
593 聖徳 太子 ( 厩 戸 皇子 ) が 推古 天皇 の 摂 政 と な る コ に 


(は 
に 3 


階 601 聖徳 太子 ( 厩 戸 皇子 ) が 斑鳩 宮 を 建立 
百 603 冠 位 十 二階 制定 604 十 七条 の 喜 法制 定 
607 法隆寺 ( 天 鳩 寺 ) 建 立 / 小 野 妹 子 ら を 耳 に 派遣 


毅 痢 
一 避 弄 
送 


610? 


日 本 初 の 女性 天皇 と し て 国 の 
基礎 づく り を 行なっ た 。 


幅 沙 ( 届 選 ) 半 幅 


614 


ri ま Src す 州 O 
ボ 汗 強 則 


( 届 腸 習 ) 


622 聖徳 太子 ( 厩 戸 皇子 ) が 亡くな る / 
が 妃 ・ 橘 大 郎女 が 天寿 国 明 茶 羅 縛 帳 を 織 ら せる 


推古 天皇 の 政治 を 助け 「 冠 位 十 ニ 


(37) 。 隊 」「 十 七条 の 憲法 」 を 制定 し た 。 634? 


8 


① 


し 


と き と 0t へ 叶 0KU 


642 皇 極 天皇 即位 小 
645 中 大 兄 皇 子 ・ 中 臣 鐘 足 ら が 菊 我 入鹿 を 殺害 / 


角 64| 
基 波長 析 豊 宮 に 軍 都 646 改新 の 語 (大 化 の 改新 ) 役 
者 


〇 1 


天智 ・ 天 武 天皇 の 母 。 
飛鳥 板 蓋 宮 で 蘇我 入 
鹿 が 殺害 され た 。 


645 645 


一 壮 肝 


は の 


中 大 兄 皇子 と と も 
に 菊 我 氏 を 倒し た 。 
藤原 氏 の 祖 。 


凡 ( 滞 導 ) 商 


環 
幅 沙 憶 


655 皇 極 天 皇 が 再び 即位 (斉明 天皇 ) 


659 


660 中 大 兄 皇 子 が 漏 刻 を つく る 663 白村 江 の 戦い で 大 敗 
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写真 : 金 峯山 寺 


E 禅 体験 」 


K: 


金 突 山 寺 「 有 


37 


) 写真 :UP フ ォ ト ス 


大 峯山 寺本 堂 ( 重 


38 


40 


写真 :UP フ ォ ト ス 


若草 山 ・ 東 大 寺 ・ 興 福 寺 を 間近 に 一 望 ! 


奈良 県 庁 舎 屋上 広場 


図 47 真 【C】-2 


人 @ 開 放 時 間 / 奈 良 県 ホー ムペ ー ジ 「 奈 良 県 庁舎 屋上 広場 
の 開放 日 程 に つい て 」 参 照 

人 入場 料 無料 

@ お 問合せ /TEL.0742-27-8406( 奈 良 県 管財 課 ) 


⑥ ア クセ ス /JR・ 近 鉄 奈良 駅 つ 市 内 循環 バス 「 県 店 前 」 下 車 


すぐ (近鉄 奈良 駅 下車 徒歩 約 5 分 ) 


URL 


http://www.pref.narajJp/4203.htm 


東大 寺 の 歴史 と 美術 が 学べ る ミュ ー ジ アム ! 


東大 寺 ミ ュー ジア ム 


地図 47 頁 【C】-2 


信 開 館 時 間 /9:30 大 仏殿 閉門 時 間 ま で (入館 30 分 前 まで ) 
※ 大 仏殿 閉門 時 間 (4 月 ~ 10 月 17:30、11 月 ~ 3 月 17:00) 
全休 館 日 / な し (臨時 休館 日 あり ) 

人 入館 料 プ お と な (中 学生 以上 ) 600F 
@ 

@ 


、 小 学生 300F 


※ 団 体 割引 あり (教職 員 無料 ) 


お 問合せ ノ TEL.0742-20-551 1 
アク セス ノ JR・ 近 鉄 奈良 駅 つ 市 内 循環 バス 「 東 大 寺 大 仏殿 ・ 
春日 大 社 前 」 下 車 徒歩 約 5 分 


http://culturecentertodaiji.orjp/museum/ 


阿 修 比 像 を は じ め 貴 重 な 寺宝 が 一 堂 に ! 


興福 寺 国 宝 館 


地図 47 頁 【C】-1 

@ 開 館 時 間 ノ 9:00 17:00( 入 館 16:45 ま で ) 

休館 日 / な し 

@ 拝 観 料 / お と な 700 円 、 高 校 ・ 中 学生 600 円 、 小 学生 300F 
※ 団 体 料 金 あ り 

お 問合せ /TEL0742-22-5370 

⑥JR 奈 良 駅 一 市 内 循環 バス 「 県 店 前 」 下 車 すぐ ( 近 鉄 奈良 駅 

車 徒歩 約 5 分 ) 
URL| https://Www.kohfukujiicom/construction/c08/ 


別名 「 平 r 安 の 正 倉 院 」。 美 術 工 芸 品 ・ 武 具 の 名 品 を 鑑賞 ! 


春日 大 社 国宝 殿 


地図 47 真 【D】-3 


人 @ 開 館 時 間 /10:00 一 17:00( 入 館 16:30 まで ) 

人 @ 休 館 日 年 4 回 0 日 て 2 日 間 ( 臨 時 休館 あり ) 
人 @ 拝 観 料 一般 500F 高校 生 300F 
学 ・ 小 学生 200F 
※ 特 別 展 は 別 料 金 、 大 学生 以下 の 団体 割引 な し 

@ お 問合せ /TEL.0742-22-7788( 春 日 大 社 ) 

〇 アク セス /JR・ 近 鉄 奈良 駅 バス 「 春 日 大 社 本 殿 」 下 車 すぐ 。 

また は 市 内 循環 バス 「 春 日 大 社 表参道 」 下 車 徒歩 約 10 分 


URL 


https://www.kasugataisha.orjp/museum/ 


「 正 倉 院展 」 で お な じみ 。 仏 教 美術 の 名 品 を 多数 所 蔵 
Pe 「 な ら 仏像 館 」 


選 47 頁 【C】-2 


PR て 17:00( 入 館 30 分 前 まで ) 


@ 休 館 日 月 曜日 (休日 の 場合 は 翌日 、 
の 翌日 、 臨 時 休館 あり ) 
@ 入 館 料 一 般 700F 


連休 の 場合 は 終了 後 


、 大 学生 350F 


、 高 校生 


以下 ・18 歳 


未満 無料 ※ 特 別 展 は 別 料金 、 団 体 割 8 


| あり 


@ お 問合せ /TEL.050-5542-8600( ハ ロー ダイ ヤル ) 


⑥ ア クセ ス /JR・ 近 鉄 奈良 駅 一 市 


博物 館 」 下 車 すぐ 


URL 


循環 バス 「 氷 室 神 社 ・ 国 立 


https://www.narahaku.goJjp/ 


伝統 的 な 奈良 の 町 家 で 先 人 の 知恵 を 学ぶ ! 


奈良 市 な ら まち 格子 の 家 


記 47 頁 【D】-1 


ョ 開館 時 間 /9:00 … 17:00 

信 休 館 日 / 月 曜日 (休日 の 場合 は 翌日 )、 休 日 の 翌日 ( 土 * 日 
曜日 と 休日 を 除く ) 、 年 末年 始 

介入 場 料 / 無 料 

人 @ お 問合せ /TEL.0742-23-4820 

アク セス /JR・ 近 鉄 奈良 駅 市 内 循環 バス 「 
まち 南口 )」 下 車 徒歩 約 2 分 


町 (な ら 


URL| https://Www.citynara.gjp/site/shisetsu/6242.html 


平城 宮 を 体感 。 平 城 宮 蹴 歴史 公園 の 見 どこ ろ を ガイ ド ! 


PE 園 「 平 城 宮 いざ な い 館 」 


47 真 【A】-1 


人 @ 開 館 時 間 ノ 10:00 一 18:00( 入 館 17:30 ま で ) 
※6 月 一 9 月 10:00 一 18:30( 入 館 18:00 ま で ) 
人 休館 日 / 2 月 ・4 月 ・7 月 ・11 月 の 第 2 月 曜日 (休日 の 場合 は 
翌日 )、 年 末年 始 
人 入館 料 無 料 


@ お 問合せ /TEL.0742-36-8780(H 


F 城 宮 跡 管理 セン ター) 


⑥ ア クセ ス ノ / 近鉄 大 和 西 大 寺 駅 (南口 ) ま 


徒歩 約 20 分 。 ま た は J 


た は 新大宮 駅 下車 


R 奈 良 駅 (西口) ・ 


「 朱 雀 門 ひろ ば 前 」 下 車 すぐ 
https//Wwwheli0-Dark90jp/area/SUZaKumon/izanalkan/ 


URL 


近鉄 奈良 駅 つ バ パス 


写真 : 奈 良文 化 財 研究 所 


出土 品 な どか ら 平 城 京 の 人 々 の 暮らし と 文化 を 学ぶ ! 


奈良 文化 肝 研 究 所 平城 宮 跡 資料 館 


図 47 頁 【A】-1 


2 て 16:30( 入 館 16:00 ま で ) 
全休 館 日 月 曜日 (休日 の 場合 は 翌 平日 ) 、 年 末年 始 
人 入場 料 無料 


。 お 問合せ /TEL.0742-30-6753( 奈 良文 化 財 研究 所 ) 


⑥ ア クセ ス ノ 近鉄 大 和 西 大 寺 駅 (北口 ) 下車 徒歩 約 10 分 


URL 


https://Www.nabunken.gojp/heijo/museum/ 


キト ラ 古 墳 壁 画 、 古 代 飛 鳥 の 暮らし を 楽し く 学 ぶ ! 
キト ラ 古 墳 画 体験 四 神 の 館 


記 48 真 【H】-2 
開館 時 間 /3 月 11 月 9:30 17:00、 


12 月 一 2 月 9:30 一 16:30 
@ 休 館 日 年 末年 始 
人 入館 料 / 無 料 
@ お 問合せ /TEL.0744-54-5105 
アク セス / 近鉄 恵 阪 山 駅 下車 徒歩 約 
徒歩 約 30 分 。 ま た は 飛鳥 駅 つ バ ス 「 キ トラ 」 下 車 す ぐ 


UR 


亡 


15 分 、 飛 鳥 駅 下車 


https://asuka-park.90Jp/area/kitora/midokoro 


写真 : UP フォ トス 


発掘 され た 実物 資料 で 古代 飛鳥 の 歴史 ・ 文 化 を 学ぶ ! 
奈良 文人 財 研 究 所 飛鳥 資料 館 


地図 48 頁 【F】-3 


人 @ 開 館 時 間 /9:00 一 16:30( 入 館 16:00 ま で ) 

介 休 和 館 日 月 曜日 (休日 の 場合 は 翌 平日 ) 、 年 末年 始 

介入 館 料 / 一 般 350 円 、 大 学生 200 円 、 高 校生 以下 ・18 歳 
未満 無料 

@ お 問合せ /TEL.0744-54-3561 

〇 アク セス / 近鉄 原 神宮 前 駅 また は 飛鳥 駅 一 明日 香 周遊 
バス 「 明 日 香 奥 山 ・ 飛 鳥 資料 館 西 」 下 車 すぐ 


URL 


https://www.nabunken.goJjp/asuka/ 


写真: 奈良 県立 万 葉 文化 館 


見 て ・ 聞 いて ・ 触 れる 万 葉 の 世界 。 古 人 の ここ ろ を 学ぶ ! 


奈良 県 立 万 葉 文化 館 


図 48 頁 【G】-3 


ID て 17:30( 入 館 17:00 ま で ) 


人 @ 休 錠 日 / 月 曜日 (休日 の 場合 は 翌 平日 )、 年 末年 始 、 
@ 入 館 料 無 料 ( 日 本 画展 示 室 の 展覧 会 

で ご 来館 の 場合 は 観覧 無料 ) 
@ お 問合せ ノ TEL.0744-54- 


展示 替 晶 


850 


の み 有 料 : 教 育 旅行 


⑥ ア クセ ス / 近鉄 橿原 神宮 前 駅 また は 飛鳥 駅 一 明日 香 周遊 


バス 「 万 葉 文化 館 西 


クル で 約 20 分 ) 


URL 


http://www.manyoJp/ 


」 下 車 す ぐ (飛鳥 駅 か ら レ ンタ サイ 


出土 品 展示 や 映像 で 日 本 の 歴史 を 目 で 見 て 学ぶ ! 


奈良 県 立 株 考古 学研 究 所 附属 博物 人 


地図 48 真 【F】-1 


人 @ 開 館 時 間 ノ 9:00 - 17:00( 入 館 16:30 ま で ) 
※2021 年 秋 、 リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン 予 定 。 

全休 館 日 月 曜日 (休日 の 場合 は 翌 平日) 、 年 末年 始 、 臨 時 休館 日 

人 入館 料 プ お と な 400 円 、 大 学 ・ 高 校生 300 円 、 中 学 ・ 小 学生 
200 円 ※ 団 体 割 引 あり 

@ お 問合せ TEL.0744-24-1185 

⑨ ア クセ ス / 近鉄 敵 傍 御 陵 前 駅 下車 徒歩 約 5 分 。 ま た は 橿原 
神宮 前 駅 下車 徒歩 約 15 分 


URL| http://www.kashikokenJjp/museum/ 


〇 日 本 遺産 「1300 年 つづ く 日 本 の 終 活 の 旅 て 丁 


し お こ 


還 


ニニ 所 観音 


2022 年 オー プン の 新 名 所 ! 
「 な ら 歴 史 芸 術 文化 村 」 


奈良 の 歴史 芸術 文化 を 知る ・ 学 ぶ ・ 体 験 する ・ 楽 


と を 通じ 、 新た な 感性 が 生ま れる < と な 


Re に 開村 予定 。 文化 財 修復 現場 の 見 
や 奈良 特有 の 素材 を 活か し た アー ト プ ロ グラ ム 、 

本 天 の 生体 座 な と 

@ ( 図 )46 責 (JR・ NO 2 「 勾 員 下車 徒歩 約 15 分 ) 


な ら 歴 史 芸術 文化 村 ( 完 成 予想 図 


) 


ひと 足 の ば し て 古代 ・ 弥生 体験 


唐 古 ・ 鍵 遺跡 史跡 公園 和弥 生体 験 


唐 古 ・ 鍵 遺跡 は 、 約 2000 年 前 の 環 池 集 落 の 遺 中 
弥生 時 代 の 風景 が 再現 され た 広大 な 史跡 公園 に は 、 
復元 楼 開 や 、 大 型 建物 の 柱 内 が 見 られ る 遺構 展示 情 
報 館 な ど が ある 。 ま た 、 火 お こ 


どう た く 


し 体験 ・ ま が 玉 作 り ・ ミ ニ 


銅 鍵 作 りな ど 、 弥 生 人 の 暮らし を 体験 し て みよ う 。 


@ (地図 )46 真 (近鉄 石見 駅 下車 徒歩 約 20 分 近鉄 
西田 原本 駅 タクシー 


原本 駅 ・ 


約 10 分 ) 


唐 古 鍵 中 中 史跡 公園 写真: 田原 本 町 教育 委員 会 

リト 卸し きす る 

道 % で で 安い と 高 
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な ド 加計 性 内 太 っ 
ひ T 條 口 フフ ム バー 見 缶 骨 央 7 よ ※ 社 会 情勢 等 の 影響 に より 、 内 容 が 変更 に な る 場合 や 受入 を お 断り する 場合 が あり ます 。 【 叶 朝 】9:00 ま で に 体験 可 【 夜 間 】 夕 食後 に 体験 可 


A. お 写経 ・ 写 仏 ・ 座 禅 |^oi| ① 法 語 /② お 写経 法相 大 本 山 薬師 寺 IRC EMIN MS 市 訂 857 | 近鉄 画 / 衣 駅 下車 すぐ | 1 名 て ご 300 名 | ①309 か ら | 無料 (内 2830 18o WON 
2 、 
A-03| 出張 法話 & 玉 伽 行 体験 | 法相 宗 大 本 山 興福 寺 @ 人 人 奈良 市 登 大 路 町 48 | 宿泊 施設 で 実施 1 2 300F 17:0020:00 【 夜 間 】| 0742-22-7755(FAX.0742-23-1971) 
A04| 座 禅 真言 律宗 元興寺 に 半 了 人 s ec 和 奈良 市 中 院 町 1 近鉄 奈良 駅 下 車 徒歩 約 12 分 | 30 名 150 名 程度 | 75 人 程度 | 中学 を 00 人 和 900」 00C1 な 30 上 時 0PIE 
Aoal 「 住 職 講話 会 」 平和 到 園 天平 う まし 館内 レス トラ ン 「 ト キジ クキ ッ チン 平城 京 」 で 、 海 骨 寺 (か いり ゅ う 市 ニ 条 大 放 南 | 近鉄 大 西大寺 下 車 | 10 名 以上 0 要 相 談 ・ お 問合せ ,。。」| 0742-35-8201( 和 再生 プロ ジェ クト ) 
(奈良 県 内 宿泊 の 教育 旅行 の み 対象 ) トキ ジ ク キ ッ チ ン 平 城 京 」 お うじ ) 住職 に よる 対話 を 重視 し た 講話 を 体験 。 4-6- (南口 ) 徒 歩 約 20 分 ※ 要 相談 60 分 程度 (3 カ月 以上 前 まで ) info@suzakumon-heijokyo.com 
A09| D.I.Y. 抹 茶 慈 光 院 還 和 2 に 和 02 92708 誠人 MG 本 0 98 HE も D8B 209323430 
A-10| 池 禅 ・ お 写経 信貴 山大 本 山 千 手 院 @⑥ | 邊 禅 お よび お 写経 に て 、 仏 教 の こと ろ に 触れ る 体験 。 ele 0 60 分 3.000 円 し 本 2 2 
台 ビ 却 > に ロラ 事 
人 庫 | mmntconoOsn os | 1 Mi CR 
B-03| 狂言 笑 学校 (狂言 体験 ) | 旅館 松前 奈良 篠 基 ( し の き ) 会 | O 導 に HH け E 和 ま を に 科 きき 奈良 市 東寺 林 町 28-1 | 近鉄 奈良 駅 下車 徒歩 約 10 分 | 40 名 まで 0602 5 生計 体験 日 の 1 年 前 か ら 受 付 本 ES 1 
本 と B-05| 雅楽 演奏 の 実施 鑑賞 | 株 式 会 社 雅 房 ON 天理 市 田井 困 656 | 宿泊 先 や 施設 等 へ 出 表 演 泰 | 90 名 00 名 竹 50 人 に 、| 同時 NN 人 
C. 伝 統 行事 体験 co1| 鹿 寄 せ 一 般 財団 法人 奈良 の 鹿 有 護 会 NAMI 1 4 2 要 お 問合せ 202 て 、 | 1 回 :21000 円 し +-」 )) MAN 
> と ナチ 、 と う か え に 
ME c-06| 劇団 時空, 演劇 鑑 党 あす か 劇団 「 時 空 @ UE ツ で 回 決 人 ′ | 石和 あす か 風 押 人 | 10 名 300 名 50 分 生き oO ES NSR 
1 演 。 ョ 飛鳥 観光 協会 内 中 央 公民 館 他 で 実施 1 y-ueyama@mvg.biglobe.ne.p 
記 の 生態 上 観察 な ど p-02| 奈良 公園 の 鹿 ガイ ド 鹿 サ ポー ター ズクラブ RmoRB2De 旦 5s。。=。。 奈良 市 登 大 路 町 49 | 奈良 公園 内 で 実施 6 名 程度 (1 グル ー プ ) | 要 相 談 | 要 相 談 1 PSERE 
005| 涯 仙 め くり | 株 市 上 人 人 肝 隊 | の 人) 和 658-] | 入学 生 以 上) | 玉生 笠 | EET 
語 98 12022 和 3 朋 陸生 1 昌 0RD'P PE の 天下 机 内 町 地 内 | て 下 計上 15 人 | 下 ( ゆ 学生 以上 ) | 相談 | 無料 2 (県 な ら 歴代 


主 な 体験 プ 口 ク ラム 一 覧 ② や の g う ・ ・ 食 四 体験 、 環 境 学 g な ど ※ 社 会 情勢 等 の 影響 に より 、 内 容 が 変更 に な る 場合 や 受入 を お 断り する 場合 が あり ます 。 【 早 朝 】9:00 ま で に 体験 可 【 夜 間 夕食 後に 体験 可 


9 そめ つけ が ん こ 一 徹 長 屋 第 三代 大 塩 昭 山 の 次 男 ・ 恵 旦 の 指導 で 、 出 来 上 が り の お 湯呑 奈良 市 西ノ京 町 215-1 | 、 9 2.200F 
E. 陶 芸 ・ 七 宝 E01| 赤 膚 焼 楽 付 体験 赤 虜 焼 大 塩 恵 旦 ( ひ いた ん ) (ゆめ のみ) に 絵 を 描く 染 付 を 体験 (ん ぷ 一 伯東 届 和 7 0 准 ※ 送 料 別 途 要 MR du 
鬼瓦 づく りな ど 8 
了 手 る くろ を 使っ て 、 お 茶碗 や お 皿 、 マ グ カ ッ プ な ど を 製作 。 近鉄 学園 前 駅 下車 (南口 ) つ | 10 名 まで 中 学生 以上 :3.500 円 10:00~15:00 0742-45-1806 
E02| 赤 焼 手 びねり 体験 | 赤 衣 焼 穴 元 大 塩 玉泉 ( ぎ x<\ ぜ め 指導 も し て くれ る の で 初心 者 で も 安心 。 奈良 市 中 町 4945 。 | メス 東 坂 下車 徒歩 約 2 分 | ※ 小 学生 (中 学年 ) 以 | 0 分 | 直 聞 生 :2.000 円 ※ 送 料 別途 | (月 曜日 休 ) 0040gyokusen@gmailcom 
了 ① 手 びねり 体験: 粘土 か ら 造形 し て お 湯呑 を 仕上 げ る 。 に 近鉄 学園 前 駅 下車 (南口 ) つ 2.200 円 か ら (現地 清算 ) 
E03| 赤 庄 焼 一 日 体験 教室 | 赤 計 元 大 塩 申 山 (しょ うき 4) | O | の 給付 ( 委 付 ) 体 験 : 素 地 に 2 色 の 絵 上 で 絵 や 文字 を 書く 。 奈良 市 中 町 4953 | メス 素 坂下 車 すぐ 9 約 120 分 | ※※ 料 有人 要 / 出 居間 要 相談 | お 問合せ 34 
赤 唐 山元 察 古瀬 玩 三 (ぎょ うそ うぅ) お 皿 や 、 こ この 窯 で 造ら れ た 作品 に オリ ジ ナ ル の 絵 や 文字 を 1 色 2 近鉄 学園 前 駅 下車 (南口 ) つ | 1 名 30 名 小皿 :880 円 / 湯 知 :1.320 円 | 9:3016:00 0742-45-4517 
E04| 赤 謀 焼 絵付 け 体験 中 (な か ) の 窯 か お ) 治 兵 衛 ( じ へ で 下絵 付け する 体験 奈良 市 が 良 町 1049 末席 下 車 徒歩 約 2 分 | ※30 名 以上 相談 可 | 0 分 | SS 各 要 (月 第 4 水曜日) BNaH2HBONSID Bl 
NSR ie 東大 寺 法隆寺 ・ 薬 師 寺 の 鬼瓦 か ら 型 を 選び 、 裏 面 に 竹 べ ら で の JR 近鉄 奈良 駅 つ バ パス 具 。 2.500 貴 9:00~17:00 [早朝 】| 0742-22-2391 (FAX.0742-22-2393) 
E05| ミニ 鬼瓦 づく り 体験 株 式 会 本 道 3) ぐ | 願い 事 な ど を 。 自 由 な 発想 で 創作 する 体験 。 二条 際 」 下 車 徒歩 約 2 分 | 作 て 150 名 約 60 分 | ※ 交 別途 要 / 出 張 旭 別途 要 | (年 未 年始 人 [夜間 】 | info@gado.cojp 
ーー の 赤 膚 焼 の 説明 と 、 粘 土 で の 成形 、 ま た は お 湯呑 の 絵付 を 体験 。 = | 2 60 分 て 2.750F 要 相 談 0743-52-3274 
E-06| 赤 膚 焼 体験 赤 膚 焼 窯元 小川 二 楽 (に 5 く ) ⑤ 希望 すれ ば 、 体 験 風景 の 画像 を 送っ て くれ る 。 和 和 吉山 市 半日 418 | 近 映 山 駅 下 宙 徒歩 郊 5 分 | 5 名 程度 30 名 90 分 | ※ 送 料 別途 要 (1 て 2 カ月 前 まで ) 【 家 間 】 niraku@m5.kcn.nejp 
g っ 張 W 銅板 に 独特 の 租 薬 (ゆう や く ) を の せ て 焼成 し 、 世 界 で 一 つの 近鉄 大 和 上 市 駅 つ バ ス 0746-53-2381 (井上 ・ 百 々 と と) 
較 明 (か 主 3 っ T 
E-07| 七宝 焼 体験 中 (た S0 の 条 (8) オリ ジ ナ ル ア ク セ サ リ ー を 制作 。 0 「 西 河口 」 下 車 徒歩 約 25 分 30 名 まで 90 計 6060 takumi@takuminomura.grjp 
思 に 生 の 墨 の 「 香 り 」「 柔 ら か さ 」「 温 か さ 」 を 体感 し な が ら 、 自 分 の 5 ] 名 300 名 40 分 ご 90 分 [早朝 】| 0742-22-3319 (長野 ) 
- 5 きん こう えん 奈良 市 三条 奈 車 徒歩 約 T :30 て 19: 
el F-01| に ぎり 墨 体験 錦 光 園 (きん こう えん ) @ 手 の 型 や 指紋 が 付い た オリ ジ ナ ル 「 に ぎり 墨 」 を 制作 。 SS 0 / ※30 名 以上 は 貸 会 議 室 等 に て | ※ 人 数 に よる 920 0 / 【 夜 間 】| info@kinkoenjp 
ラフ ト な ど らく えん = 符 ミ セー e や te 
| ①「 鹿 苑 」 見 学 三品 本 届い 加計 ① 鹿 の 保護 施設 「 鹿 苑 」 で 、 鹿 の 歴史 ・ 生 態 に つい て 学ぶ 。 ュー | JR 近鉄 奈良 駅 っ バス 「 春 日 大 社 | 。。,、。。、 ①② 各 30 分 | ①500 円 (ガイ ド 付 ) ②500F 本 0742-22-2388 
「-O2 | の 鹿角 スト ラッ プ づ くり 体験 間 衣 2AN @ 鹿 の 角 を 使っ た スト ラッ プ づ くり を 体験 。 和良 店 生日 生還, 東 へ 全 上 交 7 人 の | お 還 合せ ①+@60 分 | ①+②800P EE) info@naradeer.com 
ム A: 筆 の 穂先 に を 浸 み 込ま せ て 形成 する 仕上 げ 体験 。 月 手 0 5 語 1 名 て 15 名 A コ ー ス :30 分 | A コ ー ス :1.600 円 | 肝 事 前 予約 [早朝 】| 090-8483-4018( 田 中 ) 
F03| 奈良 筆 づ くり 体験 奈良 筆 田中 に / B: 筆 軸 ( 竹 ) を ナイ フ で 削る 全 ( く ) り 込み と 仕上 げ 体 験 。 奈良 市 公 納 堂 町 6 近鉄 奈良 駅 下車 徒歩 約 20 分 ※15 名 以上 応 相談 | B コ ー ス :60 分 | B コ ー ス :2.200F ※ 出 弧 次 要 相談 | ※ 事 前 予約 抽 【 夜 間 】| tanakafude@narafude.jp 
IO 吉田 寺 ( き ち で ん じ ) 好み の 和紙 を 選ん で オリ ジ ナル 御朱印 帳 づ くり 。 お 念仏 と 法話 の 生駒 郡 斑 鳩 町 小吉 JR. 近 鉄 王 寺 駅 (北口) っ バ ス | . 。。。 、。 、| 9:00~18:00 0745-75-8055 (高野) 
F04| 御朱印 帳 づ くり 体験 奈良 斑鳩 ツー リズ ム Waikaru 拝聴 。 ※ お ・ 年 末年 始 除く (お 彼岸 は 要 相談 ) 1.1-23 「 意 田神 社 」 下 車 徒歩 約 5 分 |" 90 が SRDBW 和 [次 問 ] | aikaruikaruga@gmailcom 
ュー 国営 飛鳥 歴史 公 復原 され た 古代 ガラ ス の 作り 方 と 同じ 工程 で 、 古 代 ガ ラス を 高 市 郡 明日 香 村 平田 538 | 、 いら 5 名 て 2 
古代 ガラ ス 製 作 体験 F-05| 古代 ガラ ス 製 作 体験 he 間 MM EAN た コリア 近鉄 飛鳥 駅 下車 徒歩 約 10 分 0 120 分 1.000 貴 9:30-17:00 0744-54-2441 
写真 国営 飛鳥 麻 史 公園 飛島 管理 セン ター 事 結 る 2 
5 ェ 当 合 大 国営 飛鳥 歴史 公園 負 ( す ず ) 合 金 を 深 か し て 鋳造 (ちゅ う ぞ う ) し 、 磨 いて 仕上 げ る 。 高 市 都 明日 香 村 平 田 538 | 、 下車 徒歩 約 10 分 | 5 名 て 10 名 鏡 大 (8.0cm) :1.500F .30-17 
F-06 海獣 入 攻 鏡 づく り 飛鳥 管理 セン ター 「 海 江 科 人 鏡 」 氏 造 体験 は 、 飛 島 歴 史 公 園 オ リ ジ ナル 。 (飛島 管理 セン ター) 近鉄 飛鳥 駅 下車 徒歩 約 10 分 | て て 60 分 重 小 (5.5cm) :600 幅 9:3017:00 0744-54-2441 
二 吉野 ・ 国 栖 の 里 に 伝わる 伝統 的 な 和紙 づく り の 体験 。 吉野 郡 吉野 町 南大 野 | 近鉄 大 和 上 市 駅 つ バ ス 二 計 6/ キ :1320 円 02 ペ スト リー:1.650 円 | 2 月 12 月 [早朝 】| 0746-36-6134( 植 
F07| 紙 渡 き 体験 植 和 的 工 記 O | 八 ガ 6 枚 湾 き と タ ベ スト リー・ タ イプ の 紙 流 き の 2 種 を ご 用 意 。 237. 吉野 渡 場 」 下 車 歩 約 5 分 | ! 名 20 名 程度 。 | 人 数 に よる | 2 要 / 員 上 8 要 9.0016:00 [夜間 】| ue.washi@gmailcom 
】 四 ハガキ 8 枚 ま た は 証書 サイ ズ の 和紙 づく り を 体験 。 吉野 郡 吉野 町 窪 垣内 | 近鉄 大 和 上 市 駅 っ パス 了 。 志 [早朝 】| 0746-36-6513 (福西) 
FOB | 手 濃 き 和紙 体験 MM 9 | 自分 で 湾 い た 和紙 に 色付け し た オリ ジ ナル 和紙 を お 土産 に 。 218-1 0 中 上 矯 約 1090。 RICE 人 が | S 拓 陸 」| 9 計 寺 上 時 [座間 】| fukutora@kcnjp 
手 流 き 和紙 体験 写真 : 福 本 和紙 本 千 は し 計 = 作ら れ た 前 前 吉野 閣 吉 ) っ バ 色 
F-09| 等 作り 体験 辰 田 製作 所 @ ME バス 、 | 10 名 30 名 まで | 約 60 分 | 500 円 ※ 出 下 史 人 9:00~16:00 ah 0746-36-6205(FAX.0746-36-6284) 
了 和 の テー ブル マナ ー 折半 三 会 席料 理 の マナ ー と 僧 但 に よる 「 い の ち 」 を いた だ く 作 法 を 学ぶ 計時 JR・ 近 鉄 奈良 駅 つ バ ス @ 日 帰り :5.500F 0742-44-5255 (高谷 た か や ) 
G. 食 の 体験 な ど 0 「 い の ち 」 を いた だ く 作 法 講座 ん 半 体験 講座 。 宿 泊 ・ タ 人 食 セッ ト の プラ ン と し て お 薦め 。 70ehR13 「 阪 奈 宝来 」 下 車 すぐ 6 9 6 @G 宿 泊 :7.700F 山間 [大 間 ( 席 )】 takaya@narapark.jp 
。。| エン ター テイ メン ト 寿 司 うめ も り 寿 司 学校 初心 者 で も 本 格 的 な お 寿司 の 握り 方 を 学べ る 体験 教室 。 近鉄 新大宮 駅 下車 ドド 9:00 て 17:00 [早朝 】| 0742-34-5789( 梅 守 ) 
02| 体験 教室 株 式 会 社 梅 守 本 店 て | 半 司 職 人 に な っ た 気分 で 、 楽 し い & 美 味 し い 体験 を 。 人 | | 徒歩 約 10 分 2 (12/2513 休 ) [座間 | infoeumemoricojp 
ns| ① こ ん に ゃ や く 作 り 教 室 時 幸信 同 信 > 本 ① 生 芋 か ら 成 形 まで 。 ② の どか 村 産 食材 で 無 添加 ジャ ム 作 り 。 生駒 郡 三郷 町 信 責 南畑 | JR 寺 駅 また は 近鉄 信 買 山下 駅 っ バス | ①② と も に 50 名 約 40 分 ロー。 ロ 受付 ( 応 相談 0745-73-8203 
0 ② ジ ャ ム 作 り 教 室 ③ 蕎 麦 打ち 教室 農業 公園 信貴 山 の ど か 村 ③ 粉 か ら 練 り 、 切 る まで の 工程 を 体験 。 1-7-1 「 信 貴 山門 」 下 車 - 送 迎 バス 約 5 分 | ③20 名 て 60 分 UMCOIS224CO9 障 府 受付 ( 記 相 評 ) nodokamura@hkg.odn.nejp 
G-4| 豆腐 作り 体験 と うぶ ふ 匠 豆 風花 豆腐 の 製造 工程 を 学び 、 ニ ガリ で 固め る 工程 を 体験 。 生 双 部 龍田 西 | JR 近鉄 寺 駅 (ローバ ス | 。/ 4 約 40 分 | っ ooom 9:00 て 18:00( 水 曜日 体 ) 0745-75-8055 (高野 ) 
奈良 斑鳩 ツー リズ ム Waikaru 水筒 持参 で 豆乳 や 、 作 っ た 「 お ぼる 豆腐 」 を 持ち 帰る こと も 。 1-1479-1 大 橋 」 下 車 徒歩 約 7 分 ー120 分 | ※ 事 前 予約 制 ※ 実 施 時 間 の 変更 不可 | waikaru.ikaruga@gmail.com 
奈良 の 郷土 料理 pi 奈良 の 名 産 「 柿 の 葉 ず し 」 作 り を 老舗 の 工場 ・ 店 舗 で 体験 。 近鉄 二階 堂 駅 下車 5 9:00 て 17:00 [早朝 】| 0743-64-2238 
ap 由 G-05 | 『 舌 の 葉 ず し 」 手 作り 体験 神 の 葉 す し 給 本 家 平 宗 | 沖 直美 監督 作品 『 つ つむ 優し い 文化 』 の 鑑賞 も 。 NE 徒歩 約 10 分 箇 和 Pe 人 00 分 柚 度 | 1.815 事前 に 要 確 認 ( 電 話 ) 【 夜 間 ]| hirasou@kakinoha.coJp 
S 米 パン 
写真 : 曽 共 高 原 フ ァ ー ム ガー デン e-06| お 米 パ ン 作 り 体 験 曽爾 ( そ に ) 高 原 フ ァ ー ム ガー デン 生地 か ら こ ね て 成形 まで を 体験 。 焼き 上 が っ た お 米 パ ン は 、 宇陀 郡 肖 画 村 太良 路 | 近鉄 名 張 駅 つ バ ス 「 太 良 路 」 | 5 名 一 25 名 約 60 分 大 人 :1.500 円 水曜 日 ・ 年 末年 始 休 0745-96-2888( 河 原 ) 
お 米 の 館 し っ と り モ チ モ チ 。 2 3 個 お 土産 に 持ち 帰る こと も 。 839 下車 徒歩 約 20 分 ※25 名 以上 村 相 談 ー90 分 | 小学 生ま で :700F ※GW、 お 盆 、9/1 ご 11/30 体 験 不可 | info@soni-kogen.com 
の の 0 反 間 共 芋 ( こ ん に ゃ くい も ) か ら 作る 、 昔 な が ら の 大 和 こ ん に ゃ く 吉野 郡 吉野 町 吉野 山 | 近鉄 吉野 駅 つ ロ ー プ ウェ イ 宮 野山 2.000F 10:00 12:00 0746-32-3071( 東 ひがし ) 
回 ] 花 夢 花 夢 (た N の た B 
G-07| 大 和 こ ん に や く 作 り 体 験 | 太 吉 和 表 花 ( た いと ば ん か むか も) 作り 。 で きた て を 試食 、 お 土産 に 持ち 帰る こと も 。 1278 人 20 人 (駅 まで 送迎 あり ) | "“ 「 まで 約 60 分 | ※ エ ブロ ン 持 13:00 15:00 kamkam@taikoban-yoshino.com 
導 。 環 境 学 6 の 9 グリ ー ン あす な ら 奈良 公園 で 数 百年 を 今 に 生 き て いる 巨樹 ・ 巨 木 を ゆっ くり 観察 し 、 _。 | 奈良 公園 で 実施 5 名 00 名 60 分 て 9:00 て 16:00 090-1446-7699 (甲斐 野 か い の ) 
CH 境 学 習 |FHO1| 奈良 公園 の 巨樹 めぐ り | 2 自 季 - 下 木 の 会) | 生命 の 不思議 を 考え る 体験 。 宗良 市 下田 町 391-3 | 人 奈 良 駅 下車 徒 歩 約 5 分 ) | ※ 小 学生 以上 120 分 程度 | 「00F て 300 ※ 実 施 時 間 調整 あり ouichikaimo22@nike.eonetnejp 
な ど 還 還 、 
上 ュ ミン に トロ ュー ム > る 会 ガイ ド と 春日 山 遊歩 道 を 歩き 、 原 始 林 の 特徴 や 歴史 、 現 在 の 奈良 市 あや め 池 北 3-12-27 | 春山 遊歩道 実施 (JR. 近 鉄 奈良 駅 | 1 グル ー プ 6 名 て 10 名 まで 回 8 随時 受付 0742-49-6730( 杉 山 ) 
琴 題 0Z| 春 日 山原 始 林 ガ イド ウオーク | 春日 山原 始 林 を 未来 へ つなぐ 会 課題 に つい て 考え 、 人 と 自然 の 共生 に つい て 学ぶ 。 (上 スト ッ プ 則 人 内 | バス 大社 下車 秒 5 人 ) | ガイド] 上 人 た 52 ループ ま て | ! 70 分 程度 」 500 ※ 実 時期 * 時 間 調整 可 「”「」 | info@kasugatsunagucom 
| 奈良 公園 の 鹿 と 糞 虫 か ら の 8 鹿 ・ 人 ・ 開 虫 の 関係 と 役割 に つい て 学び 、 世 界 遺 産 ・ 奈 良 の 5 占 町 28-13 | 近鉄 奈良 駅 下車 ① 環 境 学習 :20 名 まで | 60 分 ご | ①1 回 :500 円 か ら ⑪1 月 へ 12 月 実施 【 早 朝 】【 夜 間 】| 070-1798-6464( 中 村 ) 
Me メッ セー ジ を 読み 解く oo (ん 回 魅力 が 糞 虫 に 支え られ て いる こと に 気づく 体験 。 AMG 南 へ 徒歩 約 10 分 @② 自 然 観察 : 10 名 まで | 120 分 | @1 時 間 :1.000 円 か ら ②4 月 て 11 月 実施 (出張 不可 ) 【 早 朝 】| info@hunchukanjp 
きき 二 和 2 こと ちく や 金魚 すく い 人 道場 毎年 8 月 に 開催 され る 「 全 国 金魚 すく い 選手 権 大 会 」 の 縮小 版 大 和 郡 山 市 紺屋 町 6 二 年 二 人 10 名 か ら ※ 組 に 分 か | 40 分 て 1 交 技 体験 :550 円 金魚 すく い 体験 :150 円 | 。.。、 +。。。【 早 朝 (出張 不可 )】| 0743-55-7770(FAX.0743-52-5553) 
| 04| 金魚 すく い 体験 (競技 形式 ) | 上 画 | 形式 を 体験 。1 位 ・2 位 ・3 位 に は 賞品 と 表彰 状 も 。 23-1 人 馬主 人 92 | れ て の 体験 は 逢 限 な し | 60 分 | ※ 遇 人 は 価格 設 定 2 [夜間 | totukawa2@proofocnnejp 
奈良 公園 の 鹿 と 敵 虫 か ら の メッ セー ジ を 二 
回 人 科 林内 作業 (間伐 ・ 枝 落と し ・ 下 草刈 ) の 見 学 を 通じ て 山 や 木 に 高 市 郡 明日 香 村 島 庄 | 明日 香 村 村 内 作業 現場 10 名 て 40 名 180 分 て る 
読み 解く 写真 : な ら まち 森 林 組合 、 :0016: 遇 
SR 上 還 間 昌 AU Oo つい て 学ぶ 。 筆 釘 ・ 竹 トン ボ な どの 木工 体験 も 。 5-2 明和 森本 本 所 他 で 実施 | ※ 小 学生 以上 0 | MSN ad 。 
H-06| 秩 林 環 境 教育 プロ グラ ム 独立 行政 法人 国立 青少年 教育 振興 機構 泊 画 ( そ に ) 高 原 で ハイ キン グ や 野外 炊事 を 体験 。SDGs や 環境 宇 了 郡 細 珍 村 太良 路 | 名 阪 還 半 氏 C』 か 5 約 60 分 。 ま た は | っ 4 OO 名 程度 | !20 分 ご | 無料 8:4517:30 ( 靖 」| 0745-96-2121 
ハイ キン グ ・ 野 外 炊 事 国立 曽 内 青少年 自然 の 家 保護 の 意識 を 高め る 森林 環境 教育 プロ グラ ム の 体験 も 。 1170 名 阪 国 邊 上野!C』 か ら 約 70 分 240 分 | ※ プ ログ ラム に より 有料 も あり | (年 末年 始 休 ) soni@niye.goJp 
0 ss の 記 7 に ペド に 2 フー ニン ニン 伊勢 湾 台 風 に よる 災害 と ダム 建設 の 歴史 を 知る 「 学 べ る 防災 吉野 郡川 上 村 大 清 | 束 奈 和 自 動車 道 五條 北 IC か ら | 100 名 程度 まで 内 9:30 て 15:30 (水曜 日 ・12/21…- | 0746-53-2372 
H07」 水 と ダム と 防 炎 の 学習 | 大 湯 ダ ム < 学べ る 防災 ス デー ショ ン ステ ーション 」。 家 二 体 験 、 防 災 の 学習 コー ナー も 。 962-1 ID MNO 2 月 末 他 休 ) ※ 事 前 予約 制 0747-25-3013(e の | ダム 統合 管理 事 務 所 
自然 環境 学習 (水源 地 の 座 ツ アー) 」 に ① 館 内 見 学 ② 水 源 地 の 森 ツア ー ③ 川 上 村 エ コツ アー で 、 吉野 郡川 上 村人 迫 近鉄 大 和 上 市 駅 つ パ ス ! 湯 盛 、 6 開 9:00 ~ 16:30 (水曜 日 ・ 征 末年 始 休 ) | 0746-52-0888 
写真 : PHPOCtf ーー HO08| 自然 環境 学習 森 と 水 の 源流 館 川上 村 の 自然 ・ 環 境 ・ 風 土 ・ 歴 史 ・ 民 族 ・ 文 化 を 学ぶ 。 1374-1 温泉 杉 の 湯 」 下 車 徒歩 約 5 分 各種 体験 に より 異な る | 要 相談 要 相 談 ※ 各 種 体験 に より 異な る morimizu@genryUuu.orjp 
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